
２０１８年  ３月  ２５日 ≪ 受 難 週 礼 拝 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②１０時半    ③１９時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②寺澤 政枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌 593 番 &  ～ Once Again ～ 

パウロ祈り② 

聖  書  ①ヨハネの第三の手紙２節                                                                              

      ②使徒行伝11章19～26節 

特別賛美  西田美榮子姉＆寺澤千鶴子姉 

メッセージ  ①「いやしと解放」レイモンド・ムーイ先生                                                                                                                               

      ②「クリスチャンであるとは」石井 潤牧師 

献  金  聖歌552番「十字架の上に」 

祝  祷               〔献金：和田姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「見つめつづけます」 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、聖歌隊の練習が行われます。イースターに向けて。 

２.今週の祈祷会:①早天祈会/月曜朝６時。②木曜朝 10 時半、夜 7 時半、 

小林詩音伝道師・丸藤剛之伝道師(大和祈祷会映像)。④準備祈祷会/土曜夜８時。 

３．月曜午前11時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会があります。 

４．来週の日曜午後は、聖歌隊の練習が行われます。共に賛美しましょう！ 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/２５～４/１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ヨシュア記 
１４・１５章 

１６－ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

２３・ 
２４章 

士師記 
１０章 

３－ 
５章 

６・ 
７章 

新約 
ルカ４：３３ 
－４４ 

５：１ 
－１６ 

５：１７ 
－３９ 

６：１ 
－２６ 

６：２７ 
－４９ 

７：１ 
－３０ 

７：３１ 
－５０ 

８：１ 
－２１ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

４/１(日):イースター礼拝 15(日):召天者記念礼拝 22(日):献堂記念礼拝 



   
 
 
 
 
 
  
｢アンテオケに到着したバルナバは、神のなさるすばらしいことを見て深く感動
し、喜びにあふれました。そして一人一人に、どんな犠牲をはらっても、絶対に
主から離れないようにと忠告し、励ましました。…このアンテオケで、キリスト
を信じる者たちが初めて、『クリスチャン』と呼ばれるようになったのです。｣ 

使徒行伝11章23,26節〔リビングバイブル〕 
 

今週は受難週、そして、来週の日曜日は主が復活されたイースターの朝を迎えます。 

キリスト教のシンボルは十字架です。しかし、十字架は死刑の道具です。どうして、縁起

でもない死刑の道具がキリスト教のシンボルとなったのでしょうか？ 

それは、主がその死をもって悪魔の最大の業である罪を背負って処理してくださったこと。

そして、その罪の結果である死に対して三日目に復活を持って勝利してくださったこと。それ

はすなわち、悪魔の手から我々を救い出してくださったからです。 

初代教会のシンボルは幾つかあったそうですが、十字架もその一つで、ギリシャ語の「キリ

スト」を意味する「クリストス」の最初の文字であるＸが変化したものでもあるとも言われていま

す。また、迫害されていたクリスチャンたちがお互いを理解するために用いたシンボルの一つは

「魚」でしたが、それはギリシャ語で「イクソス」といい、その言葉をお互いの合言葉として用い

ました。「魚」のギリシャ語の文字が「イエス・キリスト・神の子・救い主」の頭文字を並べたも

のであるということでした。 

その当時、周りの人々がキリストを信じる者たちを「クリスチャン」と呼びました。彼らが自分

で呼んだのではありませんでした。人々が「あの人々は“キリスト”“キリスト”と騒がしいね」と

言われるほど、物好きと思われるほどに、イエス様のことをとても大切にしていたし、救い主で

ある主を多くの人々に伝えていたから、人々からそのような光栄あるニックネームを付けられた

わけです。彼らはいつでもおめでたいほど喜んでいました。どんなに辛いことがあっても、賛美

を歌い、感謝をしていました。それは、マイナスに目を留めずに、常に神様の恵みに目を留め

ていたからです。そして、互いに励まし合い、支え合ったからでした。 

私たちも「教会」＝「エクレシア（召し出された者たちの集まり）」に集う「クリスチャン」です。

創造主である神様が私たちを導いて、同じ主を信じる者としてくださいました。これは特別な

関係です。教会は建物や組織ではなく、その人々を指しています。だからそこには救いと復

活の力が溢れ流れているのです。共に主の恵みの中に留まり続けましょう！ 

「クリスチャンであるとは」 

～イエス様の十字架と復活～ 


